
チーム概要
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チーム名 一等米

テスト設計コンテストで優勝する（一等になる）
＋ 新潟県の名産であるお米から命名しました。

初めてのテスト設計に取り組む新入社員3名 + 先輩社員1名 で
構成されています。

チームメンバー

※「一等米」はお米の評価指標を表すときにも
用いられる言葉です。



一等米のテスト設計コンセプト
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テストケース

の作成

抜け漏れが

ない

できるだけ多くの

欠陥を摘出
できるだけ

少ない

テストの目的を達成する効率的なテストを設計する



テスト設計のプロセス
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テスト

要求分析

テストアーキ

テクチャ設計

テスト

詳細設計

テスト

実装

４つのプロセスでテスト設計を実施

テスト観点
洗い出し

テスト対象
機能抽出

テストベース
読み込み

リスク管理

テスト詳細
設計書作成

テストケース
作成

テスト手順書
作成

機能と観点と
テストタイプ
関連付け

テスト実施順
の決定



テスト要求分析
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青：機能に関する記述
赤：仕様の不備
緑：疑問点

「仕様の不備」・「疑問点」を

質問・指摘・改善提案の3つに

分類して不明点リストで管理した

ポイント1. テストベースを読み込み、不明点
リストを作成

2. テストベースから抽出した機能を
カテゴリ分け・階層化し、各機能
にIDを付与

要求仕様書とのトレーサビリティの

IDと、機能IDを付与した

ポイント



テスト要求分析
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3. 品質特性とポットの事故事例
から洗い出した観点を、マイ
ンドマップで広げる

品質特性を使い体系的に観点を網羅した上

で、テストの目的である人体への危害リス

クを重点的に確認するために、実際の事故

事例を参考にして観点を追加した

ポイント

4. ステークホルダーを洗い出し、
各ステークホルダーの立場で
のリスクをリスク管理表で
管理する

製品品質、テストチーム運営、プロジェクト

全体の視点とQCDの視点で分類した

ポイント



テストアーキテクチャ設計
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ID テストタイプ

FT 機能テスト 期待された機能を実現できているかのテスト。動作、エラー判定など実際の機能に関するテスト。

PT 性能テスト 機能が期待された性能で実現できているかのテスト。予め定めた品質目標値を達成しているか確認するテスト。

UIT UIテスト ユーザーインターフェース（画面表示、操作、遷移、文字表示）が仕様通りになっているかを確認するテスト。

CT 連続稼働テスト 長時間の連続稼働によって処理能力や稼働率に問題が生じないかを確認するテスト。ロングランテストと同義。

UST ユーザシナリオテスト 実際にシステムが使われる利用シーンを想定したシナリオを作成し、機能が利用シーンに適合しているか確認するテスト。

定義

2. リスクを考慮して実施順を決定

基本的な機能が動作しないと、

その後の多様なテストを効率よく

行うことができないため、

機能/UIテストを早い段階で行う

ポイント

1. 機能とテスト観点のマトリクスを
作成し、関連する箇所を適切な
テストタイプに置き換える

機能と観点の関連付けにマトリク

スを使用し、どのテストタイプで

確認するか割り当てた

ポイント



テスト詳細設計
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2. 状態遷移図・表と
デシジョンテーブルを作成

1. 詳細設計書を作成

3. テストケースを作成

図：デシジョンテーブル

図：状態の定義

図：状態遷移図

図：状態遷移表

要求仕様書に記載されていた状態と

イベントに漏れがあったため

チームで新たに作成した

ポイント



テスト実装
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図：機能テスト、UIテスト_テスト手順書

1. 同時に実施できるテスト
ケースがないか確認し、該当
するテストケースをまとめる

・機能確認をしながらUIの確認も同時に実施

・実績時間を記録することで次回のテスト

工数見積もりに活用する

・優先度付けをすることで、テスト項目の

取捨選択がしやすくなる

ポイント

2. テストケースに以下を
追加する

・テスト手順
・テスト結果記載欄
・障害の記載欄
・所要時間の目安
・実績時間の記載欄
・優先度


